
駐車車両

事故事例４（一般乗用）右折しようとしたが場所を誤ったため停車したところへ後続の
二輪車が追突

曜日・時間・天候 （日 ・１８時５０分・雨）
場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ
道路の状況 湿潤 幅員１４メートル
運 転 者 年齢５４歳 運転歴１７年
乗務開始～事故発 １９８ｋｍ
生の乗務距離
損 害 重傷者１名
事故概要
当該タクシー運転者は、７時３０分に点呼を受け出庫、３８回目の実車後、空車にて進行中、

前方交差点の信号が黄色に変わったため、手前の路地を右折しようとしたところ、路地入り口を

間違え、手前の進入禁止標識のある路地であったことから躊躇し、後方を直進していたオートバ

イと衝突したもの。この事故でオートバイ乗員男性がタクシーのセンターピラーに激突し、顔面

骨折の重傷を負った。

種 別 ・ 形 状 小型・箱型
乗 車 定 員 ５名
当時の乗車人員 １名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策
運転者

運転者
ゆとりのある運転を心がける。当該乗務員は翌日旅行で気 ・
右左折をする際他の車両の動向持ちに焦りがあった。 ・
に注意する。先の交差点の信号が黄色に

右左折時合図の励行を図る。運転者 ・変わり急ぎの心理が働いた。

右折方法不適 運行管理
切 運行管理

運転者に対し、輸送の安全確保適性診断結果に基づく助言 ・
についての指導監督の徹底指導の不足

交通規制等事前に把握し、点呼・
時に指示すること。
適性診断結果による適切な助言相手方 相手方 ・
指導の徹底オートバイの男性は自宅が

近いため、地理を熟知して見込み運転
おり、タクシーが進入禁止

場所を右折するとは思いも

よらなかった。


